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2山口県の中小企業

経
営
上
の
あ
い
路

販
売
不
振・受
注
の
減
少
が
７
年
連
続
１
位

平
成
19
年
度
中
小
企
業
労
働
事
情
実
態
調
査
速
報

　
毎
年
７
月
１
日
を
調
査
時
点
と
し
て
、
県
内
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の
事
業
所
を
対
象

に
全
国
の
都
道
府
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
毎
年
統
一
様
式
に
よ
り
郵
送
調
査
を
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
本
年
も
回
答
の
あ
っ
た
県
内
事
業
所
分
を
本
会
独
自
で
集
計
・
分
析

し
、
そ
の
概
要
を
と
り
ま
と
め
た
。

特　　集

１
．
調
査
対
象
年
月
日

　
　
　

平
成
19
年
７
月
１
日

２
．
調
査
対
象
事
業
所

　
　

 　

８
０
０
事
業
所

　
　
　
（
製
造
業
：
４
４
０
、
非
製
造
業
３
６
０
）

３
．
回
答
事
業
所
数

　
　

 　

４
１
４
事
業
所

　
　
　
（
製
造
業
：
１
７
１
、
非
製
造
業
２
４
３
）

４
．
回
答
率　
51
・８
％

Ⅰ　
経
営
に
つ
い
て

⑴
経
営
状
況

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、
県
内
の
中

小
企
業
の
経
営
状
況
は
、「
悪
い
」（
45
・

４
％
）
と
「
変
わ
ら
な
い
」（
45
・
４
％
）

が
最
も
多
く
、「
良
い
」（
９
・
２
％
）
は

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
１
・
８
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
た
。（
図
１
）

⑵
主
要
事
業
の
今
後
の
方
針

　

主
要
事
業
の
今
後
の
方
針
は
、「
現
状

維
持
」（
71
・
０
％
）
が
最
も
多
く
、「
強

化
拡
大
」（
18
・６
％
）
は
昨
年
度
と
比
較

す
る
と
６
・５
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。（
図

２
）

⑶
経
営
上
の
あ
い
路

　

現
在
、
中
小
企
業
者
が
直
面
し
て
い
る

経
営
上
の
あ
い
路
は
、「
販
売
不
振
・
受

注
の
減
少
」（
54
・
８
％
）
が
最
も
多
く
、

７
年
連
続
で
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
「
同
業
他

社
と
の
競
争
激
化
」（
38
・
４
％
）、「
原
材

料
・
仕
入
品
の
高
騰
」（
33
・３
％
）、「
人

材
不
足（
質
の
不
足
）」（
28
・０
％
）と
な
っ

て
い
る
。（
図
３
）

⑷
経
営
上
の
強
み

　

自
社
の
経
営
上
の
強
み
は
、「
顧
客
へ

の
納
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
速
さ
」（
33
・３
％
）

が
最
も
多
く
、
次
に
「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

54.8
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Ⅱ　

 
従
業
員
の
過
不
足
状

況
に
つ
い
て

⑴
従
業
員
の
過
不
足
状
況

　

従
業
員
の
過
不
足
状
況
は
、「
適
正
で

あ
る
」（
55
・５
％
）
が
最
も
多
く
、
次
に

「
職
種
・
部
門
に
よ
っ
て
不
足
し
て
い
る
」

（
23
・
８
％
）、「
全
体
に
不
足
し
て
い
る
」

（
８
・８
％
）と
な
っ
て
い
る
。（
図
５

－

１
）

⑴
技
術
・
技
能
等
承
継
の
程
度

　

技
術
・
技
能
等
承
継
の
程
度
は
、「
部

分
的
に
は
承
継
さ
れ
て
い
る
が
ま
だ
不
十

分
」（
54
・３
％
）
が
最
も
多
く
、次
に
「
承

継
す
る
必
要
が
な
い
」（
23
・
２
％
）、「
十

分
承
継
さ
れ
て
い
る
」（
13
・０
％
）と
な
っ

て
い
る
。（
図
６

－

１
）

⑵
技
術
・
技
能
等
承
継
へ
の
対
策
の
有
無

　

技
術
・
技
能
等
承
継
へ
の
対
策
の
有
無

は
、「
し
て
い
る
」（
56
・
６
％
）、「
し
て

い
な
い
」（
43
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
図
６

－

２
）

Ⅲ　

 

技
術
・
技
能
・
知
識
・

経
験
の
承
継
に
つ
い
て

⑵
従
業
員
が
不
足
し
て
い
る
職
種
・
部
門

　
「
職
種
・
部
門
に
よ
っ
て
不
足
し
て
い

る
」
及
び
「
全
体
に
不
足
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
事
業
所
に
お
け
る
従
業
員
が
不

足
し
て
い
る
職
種
・
部
門
は
、「
現
業
・

生
産
」（
47
・０
％
）
が
最
も
多
く
、「
営
業
」

（
36
・
６
％
）、「
生
産
管
理
・
生
産
技
術
」

（
23
・９
％
）、「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」（
16
・

４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。（
図
５

－

２
）

⑶
従
業
員
が
不
足
し
て
い
る
理
由

　
「
職
種
・
部
門
に
よ
っ
て
不
足
し
て
い

る
」
及
び
「
全
体
に
不
足
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
事
業
所
に
お
け
る
従
業
員
が
不

足
し
て
い
る
理
由
は
、「
求
め
る
人
材
が

来
な
い
」（
53
・８
％
）
が
最
も
多
く
、「
若

手
従
業
員
が
定
着
し
な
い
」（
37
・
１
％
）、

「
人
材
育
成
が
十
分
に
で
き
な
い
」（
32
・

６
％
）、「
新
規
採
用
が
困
難
に
な
っ
た
」

（
25
・８
％
）と
な
っ
て
い
る
。（
図
５

－

３
）

の
質
の
高
さ
」（
22
・９
％
）、「
製
品
の
品

質
・
精
度
の
高
さ
」（
22
・
１
％
）
と
な
っ

て
い
る
。（
図
４
）

従業員の過不足状況（％）

全体に過剰
である 3.9

職種・部門に
よって過剰で
ある 8.0

全体に不足
している 8.8

職種・部門に
よって不足し
ている 23.8

適正である
55.5

従 業 員 が 不 足 し て い る 理 由 
53.8

37.1
32.6 25.8

15.9
3.83.8

2.30.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
（％） 

47.0

36.6

23.9
16.4

9.7 7.5 6.0 5.2 3.73.7 1.50.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0
50.0
（％） 従業員が不足している職種・部門 

⑷
従
業
員
不
足
へ
の
対
応

　
「
職
種
・
部
門
に
よ
っ
て
不
足
し
て
い

る
」
及
び
「
全
体
に
不
足
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
事
業
所
に
お
け
る
従
業
員
不
足

へ
の
対
応
は
、「
経
験
者
の
中
途
採
用
」

（
53
・
４
％
）
が
最
も
多
く
、「
継
続
雇
用

者
の
活
用
」（
28
・６
％
）、「
新
規
学
卒
者

の
採
用
」（
27
・
１
％
）、「
従
業
員
の
教
育

訓
練
」（
24
・８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。（
図

５

－

４
）

従 業員 不 足 へ の 対応 

53.4 

28.6 28.6 27.1 27.1 24.8 24.8 21.8 21.1 
14.3 14.3 10.5 7.5 6.8 4.5 

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
（％） 

（図５-１）

（図５-２）

（図５-３）

（図５-４）
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⑴
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
決
定
要
素

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
に
お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
賃
金
決
定
要
素
は
、「
仕
事
の
内
容
」

（
51
・８
％
）
が
最
も
多
く
、
次
に
「
同
じ

地
域
・
職
種
で
の
パ
ー
ト
賃
金
相
場
」

（
45
・
２
％
）、「
こ
れ
ま
で
の
経
験
」（
21
・

８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。（
図
７

－

１
）

Ⅳ　

 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

賃
金・労
働
時
間
等
に
つ
い
て

※ 

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
」
と
は
、
１
日
の

所
定
労
働
時
間
が
一
般
労
働
者
よ
り
短
い
者
、

ま
た
は
１
日
の
所
定
労
働
時
間
は
同
じ
で
も

１
週
の
所
定
労
働
時
間
が
少
な
い
者

半年未満
5.0

１年以上
３年未満
29.5

３年以上
60.5

半年以上
１年未満 5.0

パートタイム労働者の継続勤務年数（％）

実 施 し て 
い る  21.8

実 施 し て 

78.2

パ ー ト タ イ ム 労働 者 の 昇 給 の 有 無 （％ ） 

いない 

⑵
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
昇
給
の
有
無

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
に
お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
昇
給
の
有
無
は
、「
実
施
し
て
い
る
」

（
21
・８
％
）、「
実
施
し
て
い
な
い
」（
78
・

２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。（
図
７

－

２
）

⑶
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
継
続
勤
務
年
数

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
に
お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
継
続
勤
務
年
数
は
、「
３
年
以
上
」

（
60
・
５
％
）、「
１
年
以
上
３
年
未
満
」

（
29
・５
％
）、「
半
年
未
満
」
及
び
「
半
年

以
上
１
年
未
満
」（
５
・０
％
）
と
な
っ
て

い
る
。（
図
７

－

３
）

パ ー ト タ イ ム 労働 者 の 賃金決定要素 
51.8 45.2

21.8 16.2 15.2 14.7

1.00.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
（％） 

⑶
技
術
・
技
能
等
承
継
へ
の
対
策
の
内
容

　

技
術
・
技
能
等
承
継
へ
の
対
策
を
「
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
事
業
所
に
お
け
る

技
術
・
技
能
等
承
継
へ
の
対
策
の
内
容
は
、

「
現
場
で
の
実
践
指
導
」（
77
・
３
％
）
が

最
も
多
く
、
次
に
「
技
能
検
定
な
ど
の
資

格
取
得
の
奨
励
」（
41
・６
％
）、「
社
内
の

教
育
訓
練
や
研
修
」（
27
・０
％
）
と
な
っ

て
い
る
。（
図
６

－

３
）

し て い る 
56.6

し て い な い 
43.4

技術・技能等承継への 
対策の有無　　 （％） 

承 継 す る 必要 
が な い 

 23.2

ほ と ん ど 
承 継 さ れ て 
い な い  

9.5

十分承 継 さ れ て 
い る  

13.0

部分 的 に は 
承継さ れ て 
い る が ま だ 
不十分 

54.3

技術・技能等承継の程度 （％） 

技術・技能等承継への対策の内容 
77.3 

41.6 
27.0 22.3 

16.3 
3.4 

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
（％） 

⑷
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
週
所
定
労
働
時
間

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
に
お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
週
所
定
労
働
時
間
は
、「
30
時
間
未

満
20
時
間
以
上
の
人
」（
42
・０
％
）、「
30

時
間
以
上
の
人
」（
29
・８
％
）、「
20
時
間

未
満
の
人
」（
28
・３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
図
７

－

４
）

（図６-１）（図６-２）

（図６-３）

（図７-１）

（図７-２）（図７-３）
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Ⅴ　

 

最
低
賃
金
引
き
上
げ

の
影
響
に
つ
い
て

⑴
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
影
響

　

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
影
響
は
、「
ほ

と
ん
ど
な
い
」（
47
・３
％
）
が
最
も
多
く
、

次
に
「
多
少
あ
る
」（
17
・７
％
）、「
全
く

な
い
」（
15
・５
％
）
と
な
っ
て
い
る
。（
図

８

－

１
）

⑵
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
影
響
が
あ
る
場

合
の
対
策

　
「
大
い
に
あ
る
」
及
び
「
多
少
あ
る
」

と
回
答
し
た
事
業
所
に
お
け
る
最
低
賃
金

引
き
上
げ
の
影
響
が
あ
る
場
合
の
対
策
は
、

「
生
産
性
向
上
の
努
力
を
す
る
」（
50
・

５
％
）
が
最
も
多
く
、
次
に
「
従
業
員
数

を
減
ら
す
」
及
び
「
ど
う
対
応
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
」（
22
・５
％
）、「
新
規
雇
用

を
控
え
る
」（
18
・９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
図
８

－

２
）

Ⅶ　
賃
金
改
定
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
７
月
１
日

（
調
査
時
点
）
ま
で
の
賃
金
の
改
定
状
況

を
見
る
と
、
賃
金
を
「
引
上
げ
た
」（
32
・

９
％
）
事
業
所
は
前
年
度
（
31
・
１
％
）

と
比
較
し
て
１
・８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

ま
た
、「
引
下
げ
た
」（
０
・
２
％
）
事
業

所
は
前
年
度（
２
・
４
％
）と
比
較
し
て
２
・

２
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。（
図
10
）

Ⅵ　

 

新
規
学
卒
者
の
採
用

に
つ
い
て

　

平
成
20
年
３
月
の
新
規
学
卒
者
の
採
用

計
画
に
つ
い
て
、「
あ
る
」（
19
・
１
％
）

と
す
る
事
業
所
は
前
年
度
と
比
較
し
て

０
・９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。「
な
い
」

（
66
・
１
％
）
と
す
る
事
業
所
は
前
年
度
と

比
較
し
て
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

（
図
９
）

※ 

調
査
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

50.5 

22.5 22.5 18.9 15.3 13.5 
4.5 

0.0 0.0 
10.0 
20.0 
30.0 
40.0 
50.0 
60.0 

最低賃金引き上げの影響がある場合の対策 

生
産
性
向
上
の
 

努
力
を
す
る
 

従
業
員
数
を
減
ら
す
 

ど
う
対
応
で
き
る
か
 

わ
か
ら
な
い
 

新
規
雇
用
を
控
え
る
 

経
営
が
成
り
立
た
ず
 

事
業
の
縮
小
・
廃
業
 

を
検
討
 

業
務
の
外
注
を
検
討
 

そ
の
他
 

海
外
へ
の
移
転
を
 

検
討
 

（％） 最低賃金引き上げの影響 

ほとんどない 
　　47.3 

大いにある  
9.2 わからない  

10.2 

全くない 
15.5 

多少ある 
17.7 

（％） 

20時間 
未満の人 
　28.3 

30時間 
以上の人 
　29.8 

30時間未満 
20時間以上の人 
　　42.0 

パートタイム労働者の 
週所定労働時間　　 （％） 

採 用 計 画 の 推移 

19.1

18.2

11.7

11.0

8.9

66.1

65.0

69.8

73.6

71.1

14.8

16.8

18.5

15.4

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19

H18

H17

H16

H15

あ る な 　 い 未　定 

賃金改定実施状況 

24.9 
23.2 

30.6 
31.1 

32.9 

5.4 4.6 
2.0 2.4 0.2 3.1 

4.0 2.2 5.1 6.3 

1.3 1.8 0.8 1.1 0.7 

50.3 
41.8 39.0 

35.4 33.8 

14.8 

24.6 
25.4 24.9 

26.1 

0 

20 

40 

60 

引上げた 引下げた ７月以降引 
上げる予定 

７月以降引 
下げる予定 

今年は 
実施しない 未定 

H15 H16 H17 H18 H19

（％） 

（図７-４）

（図８-１）（図８-２）

（図９）

（図10）
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化
を
図
る
た
め
組
合
を
設
立
し
、
本
年

で
38
年
目
を
迎
え
る
。

　

現
在
の
主
な
組
合
事
業
は
、
①
酒
造

原
料
米
の
斡
旋
、
②
酒
造
原
料
米
購
入

資
金
の
斡
旋
、
③
Ｐ
箱
（
１
・
８
㍑
び

ん
６
本
入
流
通
箱
）
の
運
用
事
業
、
④

酵
母
の
共
同
生
産
及
び
頒
布
等
々
、
積

極
的
に
組
合
員
企
業
の
発
展
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

一
致
団
結
し
、
苦
境
を
打
開

　

近
年
、
酒
類
業
界
は
、
消
費
者
の
酒

類
に
対
す
る
嗜
好
の
多
様
化
等
に
よ
り
、

清
酒
の
需
要
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
山

口
県
の
清
酒
製
造
業
界
も
苦
境
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
蔵
元
が
一

致
団
結
し
て
、
自
助
努
力
と
近
代
化
、

合
理
化
へ
の
対
応
に
よ
り
、
こ
の
苦
境

を
な
ん
と
か
打
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

組
合
事
務
局
に
は
３
名
の
女
性
職
員
が

常
勤
し
、
経
費
の
節
減
、
組
合
事
務
の

合
理
化
、
組
合
員
へ
の
情
報
の
迅
速
な

伝
達
、
組
合
員
間
の
交
流
の
緊
密
化
を

図
っ
て
い
る
。

　

車
を
国
道
９
号
線
旧
小
郡
町
方
面
に

走
ら
せ
て
い
く
と
、
ひ
と
き
わ
目
に
つ

く
看
板
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
看
板
に

は
、
大
き
く
「
地
産
地
消
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

　

こ
の
度
、
山
口
市
小
郡
上
郷
に
事
務

所
を
新
築
移
転
し
、
本
年
４
月
に
落
成

式
を
行
っ
た
ば
か
り
の
山
口
県
酒
造
組

合
・
山
口
県
酒
造
協
同
組
合
の
シ
ン
ボ

ル
看
板
で
あ
る
。

積
極
的
な
共
同
事
業
の
推
進

　

当
組
合
は
、
昭
和
44
年
10
月
、
清
酒

の
自
主
生
産
、
自
主
流
通
米
制
度
等
に

よ
り
業
界
の
過
当
競
争
が
予
想
さ
れ
る

中
、
組
合
員
の
経
営
の
合
理
化
、
近
代

県
産
清
酒
の
消
費
拡
大
を
目
指
す

　

消
費
の
拡
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

の
が
、「
地
産
地
消
」
で
あ
る
。
も
と

よ
り
「
地
産
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
そ

の
主
原
料
で
あ
る
米
は
山
口
県
産
米
を

１
０
０
％
近
く
使
用
し
て
い
る
。「
地
消
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
山
口
県
が
積
極

的
に
提
唱
し
て
い
る
「
地
産
・
地
消
」

運
動
を
有
効
に
活
用
し
て
消
費
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。

山
口
県
産
酒
で
乾
杯
を

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

「
山
口
県
の
地
酒
は
、
地
元
の
米
、
水
、

人
で
醸
し
出
し
淡
麗
さ
わ
や
か
、
豊
か

県
産
清
酒
を
召
し
上
が
れ
！

組
合
概
要

組
合
名

山
口
県
酒
造
協
同
組
合

理
事
長
小　

崎　

絢　

三

住　
所　
山
口
市
小
郡
上
郷

１
７
５
５
番
地
１

　

☎　
　
０
８
３

－

９
７
３

－

１
７
１
０

出
資
金

48
万
円

組
合
員
数

47
名

な
海
、
山
の
幸
に
よ
る
郷
土
料
理
と
響

き
あ
い
、
人
々
を
や
す
ら
ぎ
と
自
然
へ

の
回
帰
、
文
化
の
高
揚
へ
と
誘
う
」
と

あ
る
。
今
回
の
取
材
で
、
県
内
に
は
予

想
以
上
の
蔵
元
に
よ
る
地
酒
が
あ
る
こ

と
に
驚
く
。
そ
れ
ぞ
れ
地
元
な
ら
で
は

の
す
ば
ら
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
お
酒
ば

か
り
で
あ
る
。
秋
の
夜
長
に
、
月
を
愛

で
な
が
ら
、
山
口
県
の
地
酒
で
、
そ
の

地
域
の
海
や
山
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

大
切
な
人
と
乾
杯
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

会員紹介

組合事務所

山口県酒造協同組合
http://www.axis.or.jp/~y-sake/

小崎理事長
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早戸温泉つるの湯企業組合
http://www.sakuma-k.co.jp/

ポ
イ
ン
ト

　

過
疎
と
高
齢
化
が
進
展
す
る
町
で
、

地
域
住
民
に
よ
る
自
立
の
た
め
の
企

業
組
合
が
、
高
齢
者
と
若
者
の
雇
用

の
場
を
確
保
し
な
が
ら
、
温
泉
施
設

を
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
新
た

な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

背
景
と
目
的

　

早
戸
温
泉
は
、
１
２
０
０
年
の
歴

史
が
あ
る
名
湯
薬
湯
で
、
早
戸
地
域

の
住
民
が
温
泉
組
合
を
結
成
し
て
個

人
に
委
託
し
て
維
持
し
て
き
た
が
、

高
齢
化
と
後
継
者
難
の
た
め
に
、
自

力
で
の
存
続
が
難
し
く
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
町
に
陳
情
し
た
結
果
、
町

が
早
戸
地
区
交
流
拠
点
施
設
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　

町
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

者
制
度
を
活
用
し
て
民
間
に
委
託
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
地
元
有
志

に
よ
り
企
業
組
合
を
設
立
し
、
受
託

し
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
設
立
当
初
の
事
業
は
、
温
泉
浴

場
・
宿
泊
施
設
の
経
営
、
飲
食
物
の

販
売
、地
場
産
品
等
の
販
売
で
あ
る
。

平
成
18
年
に
は
飲
食
店
の
経
営
を
追

加
。
さ
ら
に
、
旅
客
不
定
期
航
路
事

業
を
追
加
し
て
、
只
見
川
山
峡
船
下

り
を
実
施
し
て
い
る
。

成
果

　

入
湯
客
は
、
年
間
４
万
人
を
超
え

て
い
る
。
入
湯
客
は
、
地
元
近
隣
住

民
だ
け
で
な
く
、
関
東
周
辺
か
ら
も

訪
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
く
始
め
た
飲
食
店
の

経
営
や
屋
形
船
に
よ
る
只
見
川
山
峡

下
り
は
、
高
齢
者

の
収
入
増
加
と
比

較
的
若
い
層
の
雇

用
を
増
大
す
る
こ

と
に
大
き
く
成
果

を
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

只
見
川
渓
谷
を
臨
む
全
国
屈
指
の
薬
湯
を

地
域
住
民
で
維
持
管
理

組
合
概
要

組
合
名　
早
戸
温
泉
つ
る
の
湯

企
業
組
合

設　
立　
平
成
16
年
３
月

住　
所
福
島
県
大
沼
郡
三
島
町
大
字

早
戸
字
湯
ノ
平
８
８
８
番
地

　

☎　
　
０
２
４
１

－

５
２

－

３
３
２
４

出
資
金　
９
、７
０
０
千
円

組
合
員
数

17
名

ポ
イ
ン
ト

　

電
報
配
達
事
業
者
を
組
織
化
し
、

法
人
格
を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、

特
定
信
書
便
事
業
へ
の
参
入
を
実
現
。

組
合
員
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
事
業
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
展
開
中
！

背
景
と
目
的

　

従
来
、
各
事
業
者
が
個
別
に
テ
ル

ウ
ェ
ル
西
日
本
㈱
よ
り
配
達
業
務
を

受
注
し
て
い
た
が
、
窓
口
一
本
化
の

要
請
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、
組

合
を
設
立
し
て
一
括
受
注
で
き
る
体

制
を
確
立
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ

た
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　

電
報
配
達
業
務
は
、
今
後
の
売
上

減
少
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
個
々
の
組
合
員
が
培
っ
て
き
た
経

験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
メ
ー
ル

便
・
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
特
定
信
書
便

事
業
の
強
化
に
よ
る
売
上
ア
ッ
プ
を

目
指
す
。
特
定
信
書
便
事
業
に
つ
い

て
は
認
可
を
得
て
い
る
事
業
者
も
未

だ
少
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
積
極

的
に
エ
リ
ア
内
市
町
村
に
対
し
て
指

定
業
者
の
申
請
を
し
、
受
注
を
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

成
果

　

法
人
化
に
よ
り
、
社
会
保
険
へ
加

入
し
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
が
整

い
、
組
合
員
の
生
活
が
安
定
し
た
こ

と
、
組
合
員
に

組
織
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
と

意
識
が
芽
生

え
、
業
務
の
効

率
化
や
業
績
向

上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
が
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

特
定
信
書
便
の
認
可
を
得
て

事
業
拡
大
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

組
合
概
要

組
合
名

北
九
州
電
報
企
業
組
合

設　
立　
平
成
16
年
９
月

住　
所
北
九
州
市
小
倉
北
区
金
田

１

-

２

-

１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
九
州
西
ビ
ル
内

　

☎　
　
０
９
３

－

５
９
１

－

０
３
５
１

出
資
金　
５
１
０
千
円

組
合
員
数

34
名

全国先進組合事例

北九州電報企業組合
http://www1.megax.ne.jp/kitakyushudnpo/
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お知らせ

平成19年度　税制改正④

エンジェル税制
投資リスクの高い創業期のベンチャー企業に対する資金供給を一層促進します。 
・事業が成功した場合の優遇措置を延長します。
　 　譲渡の日において３年超保有していたベンチャー企業の株式を、上場後３年以内又は上場
前のＭ＆Ａ等により譲渡したときは、その譲渡益（税負担）を２分の１に軽減する優遇措
置の適用期限について、平成21年３月31日まで２年延長します。

　　※エンジェル税制のその他の優遇措置（適用期限なし）
　　　・投資段階の優遇措置－ベンチャー企業への投資額について、同一年分の株式譲渡益から控除
　　　・損失が生じた場合の優遇措置－ベンチャー企業の株式の譲渡損について、翌年以後３年間の繰越控除
・適用対象企業の確認手続を合理化します。
　 　要件に該当するベンチャー企業であるかどうかの確認手続について、現行の投資を受けた
都度確認を受ける方法のほか、毎年度、事前に確認を受ける方法を追加します。

・適用対象企業の要件を緩和します。
《適用対象企業の要件の緩和》 
●サービス業や小売業などを行うベンチャー企業も広く
エンジェル税制の対象にするため、対象となるベン
チャー企業の要件を緩和します。
●エンジェル税制の対象となる地域再生法の特定地域再
生事業会社の従業員要件を10人以上（改正前：20人以
上）に緩和します。

中小企業関係税制

ポイ
ント

２
０
０
７
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
②

原
油
価
格
上
昇
関
連

相
談
窓
口

Q　
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
収
益
圧
迫

で
資
金
繰
り
等
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま

す
。
よ
い
相
談
先
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A　
県
経
営
金
融
課
、
山
口
県
中
小
企
業

支
援
セ
ン
タ
ー
、
山
口
県
信
用
保
証
協

会
、各
商
工
会
議
所
及
び
商
工
会
で
は
、

原
油
価
格
の
上
昇
に
よ
り
収
益
が
減
少

し
、
経
営
等
に
影
響
が
生
じ
て
い
る
中

小
企
業
者
か
ら
の
経
営
や
融
資
に
関
す

る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

・
山
口
県
経
営
金
融
課

☎
０
８
３

－

９
３
３

－

３
１
８
８

Ｅ
メ
ー
ル　

a16300@pref.yamaguchi.lg.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.pref.yamaguchi.
lg.jp/cms/a16300/index/

・
山
口
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３

－

９
２
２

－
３
７
０
０

Ｅ
メ
ー
ル　

keiei@joho-yamaguchi.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.joho-yamaguchi.
or.jp/yipf/ysbsc/index.html

・
山
口
県
信
用
保
証
協
会

☎
０
８
３

－

９
２
１

－

３
０
９
０

・
各
商
工
会
議
所
及
び
商
工
会

中
小
企
業
の
成
長
に

向
け
た
挑
戦
を
支
援
③

県
外
向
け
販
路
開
拓
支
援

　

首
都
圏
を
含
む
県
外
へ
の
販
路
開
拓
に

つ
い
て
は
、
商
社
Ｏ
Ｂ
団
体
等
を
活
用
し

た
企
業
間
紹
介
支
援
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
首
都
圏
へ
の
営

業
展
開
を
め
ざ
す
企
業
に
つ
い
て
は
、
都

内
に
共
同
事
務
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

山
口
県
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

　

首
都
圏
を
対
象
に
営
業
活
動
を
展
開
し

よ
う
と
す
る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た

め
、
東
京
都
中
央
区
に
共
同
オ
フ
ィ
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
居
企
業
に

対
し
て
商
社
Ｏ
Ｂ
団
体
等
を
活
用
し
販
路

開
拓
を
支
援
し
ま
す
。

設
置
概
要

●

所
在
地　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
３
丁
目
３

－５

　
三
友
常
盤
橋
ビ
ル
８
Ｆ

●
 

利
用
期
間

３
年
以
内（
長
期
ブ
ー
ス
利
用
者
。延
長
可
能
）

●
 

利
用
料
金

長
期
利
用
：
月
額
６
万
円（
１
人
用
ブ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
８
万
円（
２
人
用
ブ
ー
ス
）

　

短
期
利
用
：
日
額
３
千
円

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

山
口
県
商
工
労
働
部
新
産
業
振
興
課

　

☎
０
８
３

－

９
３
３

－

３
１
４
３

企業の設立経過年数 改正後改正前

１年未満

１年以上２年未満

２年以上５年未満

「開発者が２人以上で全従業員等
の10％以上であること」という要
件を満たす企業も対象に追加

同  上

「売上高成長率が25％以上で
あること」という要件を満た
す企業も対象に追加

研究者が２人以上で全
従業員等の10％以上で
あること

試験研究費等が売上高
の３％超であること

同  上
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８
月
24
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
、
光
市

「
山
口
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
」、
山

口
市
「
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
山
口
」、
下
関

市
「
長
府
東
公
民
館
」
の
県
下
３
会
場
で

パ
ソ
コ
ン
研
修
を
開
催
し
た
。

　

表
計
算
ソ
フ
ト
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
に
つ
い

て
、
基
礎
コ
ー
ス
で
は
初
心
者
を
対
象
に

基
本
的
な
操
作
方
法
、
応
用
コ
ー
ス
で
は

経
験
者
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
独
学
で
覚

え
た
操
作
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
方
法
や

ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
等
を
交
え
な

が
ら
業
務
で
利
用
す
る
た
め
の
研
修
を

行
っ
た
。

　

日
頃
の
業
務
で
の
課
題
に
つ
い
て
質
疑

を
行
う
受
講
者
も
お
り
、
皆
熱
心
に
受
講

し
た
。

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
利
用
で

業
務
の
効
率
化

TOPICS

　

９
月
11
日
、
山
口
市
「
山
口
県
商
工
会

館
」
で
、
小
企
業
者
組
織
化
特
別
講
習
会

を
開
催
し
た
。

　

右
田
社
会
保
険
労
務
士
よ
り
、「
社
会

保
険
及
び
労
働
保
険
の
事
務
手
続
き
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
従
業
員
を
雇
用
す
る
企

業
・
事
業
主
は
、
社
会
保
険
及
び
労
働
保

険
と
い
う
公
的
な
保
険
の
適
用
の
義
務
付

け
や
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
労
働

保
険
な
ど
に
つ
い
て
の
日
常
業
務
に
必
要

な
事
務
手
続
き
の
方
法
や
注
意
点
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
。

社
会
・
労
働
保
険
の

手
続
き
と
仕
組
み
を
学
ぶ
！

中
小
企
業
組
合
教
室
を
開
催

組
合
制
度
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ぶ
！

　

９
月
19
日
、山
口
市「
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー

パ
ー
ク
」
で
、
中
小
企
業
組
合
教
室
を
開

催
し
た
。

　

本
年
４
月
１
日
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
を

目
的
と
し
た
改
正
組
合
法
が
施
行
さ
れ
、

従
来
に
も
増
し
て
組
合
員
自
治
の
も
と
、

事
業
の
健
全
な
運
営
が
求
め
ら
れ
、
組
合

運
営
の
実
務
を
担
う
組
合
役
職
員
に
も
新

た
な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
５
回
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回
目

と
し
て
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
小

全国中央会の小林主幹

林
主
幹
よ
り
、
協
同
組
合
の
理
念
と
必
要

性
、
日
本
の
中
小
企
業
組
合
制
度
・
中
小

企
業
施
策
の
変
遷
、
組
合
事
業
運
営
の
ポ

イ
ン
ト
と
組
合
活
性
化
策
に
つ
い
て
事
例

を
交
え
て
講
演
が
さ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
、
共
同
事
業
を
考
え
る
上
で

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
、
地
域
活
性
化
（
地
方
分
権
・

道
州
制
）、
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）、
中

小
企
業
危
機
管
理
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）、
少

子
高
齢
化
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
組

合
の
活
性
化
に
は
、
組
合
役
員
、
組
合
員
、

組
合
事
務
局
の
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
組

合
の
原
理
・
原
則
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

　

受
講
者
は
、
組
合
制
度
に
つ
い
て
体
系

的
に
学
べ
る
貴
重
な
機
会
と
あ
っ
て
、
講

師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
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景況動向

食
料
品

○
今
年
の
猛
暑
は
特
別
で
あ
っ
た
た
め
、

冷
菓
の
売
上
げ
は
好
調
。
ギ
フ
ト
も
順

調
で
あ
っ
た
が
、
半
面
、
和
生
菓
子
、

洋
生
菓
子
の
売
上
げ
が
減
少
し
、
売
上

全
体
は
昨
年
同
様
で
あ
っ
た
。

（
菓
子
製
造
業
）

繊
維
・
同
製
品

○
原
材
料
の
値
上
げ
に
よ
る
収
益
の
悪
化

が
予
想
さ
れ
る
。

 
 

（
繊
維
・
同
製
品
製
造
業
）

木
材
・
木
製
品

○
改
正
建
築
基
準
法
等
の
施
行
に
よ
る
建

築
確
認
手
順
の
厳
格
化
に
よ
り
確
認
許

可
件
数
が
減
少
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、

木
材
需
要
が
低
下
し
て
い
る
。
公
共
事

業
の
減
少
に
よ
り
、
土
木
工
事
関
係
材

料
の
動
き
が
低
調
に
な
っ
て
い
る
。

 
 

（
製
材
業
・
木
製
品
製
造
業
）

窯
業
・
土
石
製
品

○
公
共
事
業
の
削
減
が
影
響
し
て
お
り
、

周
南
地
区
及
び
岩
国
地
区
を
除
く
全
て

の
地
区
に
お
い
て
、
前
年
同
月
比
を
下

回
る
。
特
に
、
下
関
地
区
、
北
西
部
地

区
は
、
前
年
を
大
き
く
下
回
る
出
荷
減

が
懸
念
さ
れ
る
。

 
 

（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

鉄
鋼
・
金
属

○
機
械
設
備
は
好
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、

来
年
度
の
見
通
し
は
、
設
備
一
巡
し
、

多
少
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

 
 

（
そ
の
他
製
造
業
）

一
般
機
器

○
半
導
体
製
造
装
置
は
一
服
感
が
あ
る
。

先
行
き
不
透
明
。

 
 

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

輸
送
機
器

○
車
輌
輸
送
機
部
門
は
大
量
発
注
に
支
え

ら
れ
、
作
業
量
消
化
対
策
に
追
わ
れ
て

い
る
。
数
年
は
人
手
不
足
状
態
が
続
く

月次景況調査結果
平成18年８月期

全国 
山口 

－80 

－70 

－60 

－50 

－40 

－30 

－20 

－10 

0 

㈪ H18.9 10 11 12 H19.1 2 3 4 5 6 7 8

（DI） 

－37.5

－37.5

■業界の景況－業種別－■ ■業界の景況の推移－全国平均との比較－■
業　　　種 景況（DI値）

製

造

業

食 料 品 2

繊 維・ 同 製 品 2

木 材・ 木 製 品 1

印 　 刷 1

窯 業・ 土 石 製 品 1

鉄 鋼 ・ 金 属 1

一 般 機 器 5

輸 送 機 器 5

そ の 他 の 製 造 業 1

非
製
造
業

卸 売 業 2

小 売 業 1

商 店 街 1

サ ー ビ ス 業 1

建 設 業 2

運 輸 業 1

※DI値（前年同月比）＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）/調査対象組合］╳100
（上表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

30以上5　　10以上30未満4　－10以上10未満3
－30以上－10未満2　　－30未満1

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内

の
組
合
の
中
か
ら
地
区
、
業
種
を

代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
60
名
を

情
報
連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。

情
報
連
絡
員
か
ら
毎
月
、
業
界
の

景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、

分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会（http://w

w
w
. 

axis.or.jp/chuokai/

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
情
報
連
絡
員
報
告
】
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見
通
し
で
あ
る
。
精
密
組
立
は
一
時
の

勢
い
が
止
ま
り
踊
場
状
態
に
入
っ
て
き

た
。 

（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

そ
の
他
の
製
造
業

○
全
体
が
減
少
。
異
業
種
よ
り
割
り
込
み

も
あ
り
、
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

不
景
気
を
乗
り
越
え
る
対
応
に
追
わ
れ

そ
う
。 
（
畳
製
造
業
）

卸
売
業

○
卸
売
業
・
小
売
業
と
も
仕
入
価
格
が
や

や
上
昇
す
る
一
方
、
販
売
価
格
へ
の
転

嫁
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
収
益
を
大

き
く
圧
迫
し
て
い
る
。
燃
料
費
の
高
騰

に
よ
り
配
送
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
収
益

を
圧
迫
し
て
い
る
。 

（
周
南
市
）

○
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
気
温
が
上
昇

し
夏
物
商
品
の
売
上
増
加
。 （
山
口
市
）

小
売
業

○
地
元
の
企
業
は
大
変
良
い
の
だ
が
、
組

合
の
商
店
に
は
お
金
が
落
ち
な
い
。
隣

の
下
松
市
の
大
型
店
へ
交
通
ア
ク
セ
ス

が
良
い
の
と
両
方
で
流
れ
て
行
き
、
打

つ
手
な
し
。 

（
周
南
市
）

○
猛
暑
の
影
響
が
大
き
く
、お
客
様
の
出

足
が
良
く
な
い
。バ
ー
ゲ
ン
も
６
月
に

始
ま
り
、既
に
終
了
の
感
が
あ
る
。夏
物

家
電
も
大
き
く
伸
び
な
い
。 （
山
口
市
）

商
店
街

○
空
店
舗
対
策
に
て
出
店
業
者
８
月
19
日

を
も
っ
て
撤
退
。
老
舗
金
物
店
も
廃
業
。

空
店
舗
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
外
部
か

ら
の
参
入
は
持
続
が
難
し
い
。 （
萩
市
）

サ
ー
ビ
ス
業

○
８
月
は
お
盆
休
暇
な
ど
が
あ
り
、
実
稼

働
し
た
日
数
が
少
な
い
こ
と
が
影
響
し

売
上
減
少
と
な
る
見
込
み
。
案
件
で
は
、

先
月
に
引
き
続
き
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
開

発
が
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
大
型
案

件
の
受
注
が
減
少
し
て
い
る
の
が
目
立

つ
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
工

事
関
連
が
僅
か
な
が
ら
増
加
し
て
い
る
。  

 
（
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
）

建
設
業

○
県
の
入
札
制
度
が
７
月
か
ら
改
正
さ
れ

た
が
、
対
応
が
遅
れ
て
い
る
企
業
が
多

い
。 

（
柳
井
市
）

運
輸
業

○
給
与
所
得
が
伸
び
悩
む
中
で
の
ガ
ソ
リ

ン
価
格
等
の
高
騰
や
連
日
の
猛
暑
な
ど
、

一
般
消
費
者
の
行
動
意
欲
が
低
下
し
て

い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
一
般
消
費
も
減

少
し
、株
価
も
低
迷
し
て
い
る
よ
う
で
、

せ
っ
か
く
上
向
い
て
き
た
景
気
動
向
も

危
ぶ
ま
れ
る
。 

（
周
南
市
）

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
企
業
に
お
い
て
は
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
や
少
子
高
齢
化
に
お
け
る
労
働

人
口
の
減
少
等
で
新
規
採
用
が
進
ん
で

い
る
が
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
雇
用

環
境
が
一
層
厳
し
く
、
外
国
人
研
修
制

度
を
活
用
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
、熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

㈳
北
九
州
中
小
企
業
経
営
者
協
会
設

立
20
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

関
門
ト
ン
ネ
ル
人
道
で
行
う
幼
稚
園
児

に
お
け
る
綱
引
き
大
会
の
山
口
県
側
の

実
行
委
員
長
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

組
合
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

受
入
れ
企
業
と
連
絡
を
密
に
し
て
、

今
後
に
お
い
て
も
失
踪
、
事
件
、
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
遵
守
、
県
内
に
お
け
る
研
修
生

受
入
れ
組
合
と
情
報
交
換
会
な
ど
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

組
合
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ど
う
ぞ
！

　

研
修
生
が
３
年
間
の
在
日
中
に
多
く

の
事
を
学
び
、
ま
た
楽
し
い
思
い
出
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
中

国
人
職
員
２
名
を
含
む
４
名
で
、
き
め

細
か
く
企
業
・
研
修
所
・
寮
を
訪
問
さ

せ
、
未
然
に
ト
ラ
ブ
ル
が
防
げ
る
よ
う

体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

小川連絡員
（ユー・アイ・ケイ協同組合　理事長）

情
報
連
絡
員
の

業
界
の

声！



12山口県の中小企業

産 業
賃　　　金 労 働 時 間 数 及 び 雇 用 労 働 異 動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 372,257 230,064 20.4 156.5 145.5 11.0 446,016 23.0 1.23 1.35

建 設 業 368,549 269,831 20.7 170.5 158.6 11.9 36,569 4.7 0.53 0.82

製 造 業 439,350 249,144 20.5 167.1 152.1 15.0 99,860 14.7 1.80 0.94

電気・ガス・熱供給・水道業 565,116 350,602 18.8 154.1 147.0 7.1 2,528 1.1 0.00 0.00

情 報 通 信 業 346,266 237,625 20.3 161.1 148.7 12.4 4,483 17.9 4.51 3.49

運 輸 業 377,872 207,112 21.0 191.9 156.2 35.7 30,816 10.8 1.14 0.81

卸 売 ・ 小 売 業 352,543 200,101 21.2 149.5 141.8 7.7 84,696 34.2 1.36 1.74

金 融 ・ 保 険 業 538,652 317,943 20.1 161.8 153.4 8.4 10,509 7.3 1.86 2.51

事業所規模５人以上

 毎月勤労統計地方調査結果   平成19年７月－山口県統計分析課

〔新規性・成長性の高い新事業を行う方を支援します〕

施策シリーズ⑤

新事業育成資金
　新しい技術の活用、特色ある財・サービスの提供等により市場を創出・開拓し、高い成長性が見込まれ
る中小企業の皆様は融資を受けることができます。

対象となる方
高い成長性が見込まれる新たな事業を行う方であって、次のすべての要件にも該当する方
（１）新たな事業が事業化されて概ね７年以内の方
（２）成長新事業育成審査会から事業の新規性・成長性について認定を受けた方等
（３） 中小公庫及び商工中金が継続的に経営課題に対する経営指導を行うことにより、円滑な事業の遂行が

可能と認められる方
支 援 内 容
　・貸付限度額：６億円
　・貸付期間：設備資金15年以内、運転資金７年以内
　・据置期間：設備資金５年以内、運転資金２年以内
　・担保、保証条件：担保の一部を不要とする融資制度、経営者本人の個人保証を不要とする制度が利用可能
新株予約権を活用した支援内容
　【中小公庫】
　 　中小企業の皆様が新たに発行する新株予約権を中小公庫が取得し、新たに発行する普通社債の引受又は貸
付を中小公庫が行うことにより資金供給を受けることができます。
　・貸付限度額：１億２千万円
　　（本制度の融資及び社債の合計の限度は６億円）
　・貸付利率：基準利率＋0.4％
取扱金融機関
中小企業金融公庫、商工組合中央金庫

■お問い合わせ 中小企業金融公庫 下関支店　　☎0832-23-2251
　　　　　　　　　　　商工組合中央金庫 下関支店　　☎0832-23-1151　　徳山支店　　☎0834-21-4141

　・貸付利率：【中小公庫】特別利率
　　　　　　　　　　　　６年目以降は基準利率＋0.2％
　　　　　　　【商工中金】新事業特別利率

　・償還期間：７年以内
　・担保条件：無担保
　・保証条件： 経営者本人の個人保証を不要とする制度

が利用可能
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～外国人が、在留資格の範囲内で、その能力を有効発揮しながら
適正に就労できるよう、外国人雇用に関する基本ルールを整備～

1．外国人雇用状況の届出
　外国人（特別永住者を除く。）の雇入れ・離職の際、
その氏名、在留資格等をハローワークへ届け出てく
ださい。ハローワークでは、これに基づき、雇用環境
の改善に向けて、事業主の方への助言・指導や、離職
した外国人への再就職支援を効果的に行います。
2．雇用管理の改善等に関する指針の作成
　事業主の方が遵守すべき法令や、努めるべき雇
用管理の内容等を指針として整理しました。これ
に沿って、職場環境の改善や再就職の支援に取り
組んでください。
3．不法就労の防止
　1.の届出に当たり、事業主の方が在留資格等を確
認すること等により、不法就労の防止が図られます。
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申込み・お問い合わせ
　山口県中小企業団体中央会
　　企画課（担当：小倉）　☎083－922－2606

締め切り迫る！願書受付は10月15日㈪まで
平成19年度中小企業組合検定試験のご案内！
Ｑ 　検定試験の概要
について教えて下
さい。

Ａ　検定試験の概要については次のとおりです。
①試験科目　 「組合制度」「組合運営」「組合会計」

の３科目
②試 験 日　平成19年12月２日㈰
③試 験 地　山口市小郡JR新山口駅北口正面
　　　　　　「新山口ターミナルホテル」
④受 験 料　5,000円
　　　　　　（一部科目免除者は3,000円）
⑤受験申込　 必要書類に受験料を添えて本会宛

にお申し込み下さい。
⑥合格発表　平成20年３月３日㈪

次代を担う若者に応募の機会を！
若者の持つ無限の可能性に目を向け、育ててください。

○ この努力義務について、事業主の皆様が適切
に対処するための指針を厚生労働大臣が定め
ておりますので、この指針に沿って、若者の
応募機会の拡大等にご協力ください。

厚生労働省
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～若者の応募機会の確保等が事業主の努力義務となりました～

雇用対策法の改正により、平成19年10月１日
から、事業主は、
• 若者の有する能力を正当に評価するため
の募集及び採用方法の改善
•その他の雇用管理の改善
•実践的な職業能力の開発及び向上
を図るために必要な措置を講ずることによ
り、その雇用機会の確保等が図られるように
努めなければならないこととなりました。
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事業主の皆様へ
平成19年10月１日から外国人
を雇用する場合のルールが
新しくなります。 厚生労働省

事業主の皆様へ
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　ハーブの無農薬

栽培とそのハーブ

をハーブティーや

クッキー・ケーキ

等の焼き菓子など

色々な商品に加

工・販売している

みんと村の河地さ

んと豊川さんと田

中さん。

　組合のＰＲをお

願いしたところ、

「私たちの作った

商品を通して、一人でもたくさんの人に健康で豊かな暮らし

とみんと村の元気をお届けできればと思っています。まずは、

安全・安心でなんだかあったかい気持ちになるみんと村の“や

さしいハーブ商品”をぜひ口にしてみて下さい。」と笑顔で

応えてくれました。    （表紙写真）

企業組合みんと村
田中幸子さん　河地香代子さん　豊川育子さん

http://k-farm.net/

2007
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